
「たんぽぽをしっていますか。どん

なところでみましたか。」問いかけら

れて、考えながらページをめくると、

花のしくみや成長のしかたがわかり

やすく描かれていきます。とくに根

っこの部分はその長さがわかるよう

に描き方が工夫されています。絵も

文も力強く、はっきりと正しい知識

が読み取れ、一貫したストーリーが

あり納得できる知識絵本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちしき 
幼児期は、いろいろなことに興味を

持つ頃です。自然や生きものなど

の、驚きや発見に出会える科学絵

本はいかがでしょうか。 

岡山県立図書館 児童資料班 
〒700-0823 岡山県岡山市北区丸の内 2-6-30 

TEL 086-224-1288（総合カウンター直通） 
086-224-1286（事務室） 

FAX 086-224-1208 

ホームページ http://www.libnet.pref.okayama.jp 

 

昔話 
昔から語り継がれてきた民話の中

から、動物や鬼がででくる昔話なら

ではのお話を集めました。 

 

 

『てぶくろ』 

エウゲーニ・M・ラチョフ／絵 

うちだ りさこ／作 

福音館書店 1965 年 

 

 

 

 

 

 

ほかにもこんな本があります。 

『だごだごころころ』石黒渼子／再話 福音館書店 1993 年 

『やまなしもぎ』平野直／再話 福音館書店 1978 年 

『かさじぞう』瀬田貞二／再話 福音館書店 2008 年 

『さんまいのおふだ』水沢謙一／再話 福音館書店 1985 年 

『ももたろう』まついただし／ぶん 福音館書店 1980 年 

『３びきのくま』トルストイ／ぶん 福音館書店 1980 年 

『三びきのやぎのがらがらどん』マーシャ・ブラウン／え 福音館書店 1965 年 

『おおきなかぶ』Ａ.トルストイ／再話 福音館書店 2007 年 

『おおかみと七ひきのこやぎ』グリム／原作 福音館書店 1980 年 

『王さまと九人のきょうだい』君島久子／訳 岩波書店 1978 年 

流れの速い川に橋をかけようとす

る大工に、鬼が橋をかける代わり

に目玉をよこせと言って、橋をか

けてしまいます。目玉を渡せない

大工に、鬼は名前を当てれば許し

てやると言いますが…。大工と鬼

のやり取りがおもしろく、日本の

伝統的な絵も美しく子どもたちを

満足させる昔話絵本です。 

 

『だいくとおにろく』 

松居直／再話 

赤羽末吉／画 

福音館書店 1962 年 

 

おじいさんが雪の降る森でかたほうの

てぶくろを落としました。するとねず

みがやってきて、てぶくろに住みはじ

めます。そこにかえるやうさぎと民族

衣装を着た動物たちがつぎつぎにやっ

てきて、「わたしもいれて」とてぶくろ

にはいっていきます。てぶくろはいま

にもはじけそう。そして･･･。てぶくろ

の家がどんどん変わっていく様子が楽

しめる、ウクライナの民話です。 

 
『しずくのぼうけん』マリア・テルリコフスカ／さく 福音館書店 1980 年 

『まっかっかトマト』いわさゆうこ／さく 童心社 2015 年 

『中をそうぞうしてみよ』佐藤雅彦／作 福音館書店 2012 年 

『ふしぎなナイフ』中村牧江／さく 福音館書店 1997 年 

『うんちしたのはだれよ!』ヴェルナー・ホルツヴァルト／文 偕成社 1993 年 

『はなのあなのななし』やぎゅうげんいちろう／さく 福音館書店 1982 年 

『おっぱい』みやにしたつや／作・絵 鈴木出版 1990 年 

『おかしなゆきふしぎなこおり』片平孝／写真・文 ポプラ社 2012 年 

『ぼく、だんごむし』得田之久／ぶん 福音館書店 2005 年 

『いそあそびしようよ!』はたこうしろう／作 ほるぷ出版 2015 年 

『てのひらかいじゅう』 

松橋利光／しゃしんとぶん 

そうえん社 2008 年 

 

 

『たんぽぽ』 

平山和子／ぶん・え  

北村四郎監修  

福音館書店 1972 年 

 

身近なところにすんでいる、か

いじゅうそっくりの生きものた

ち、カナヘビ、トカゲ、ヤモリ

は、てのひらにのせられるほど

の大きさです。だから“てのひ

らかいじゅう”。アップの写真は

迫力まんてん。足やウロコの違

い、飼い方の説明もあるので、

親子で観察しながらめくってほ

しい写真絵本です。 

ほかにもこんな本があります。 

 

 

 

 

 
 

 
３歳から 5歳

向けの 
絵本ガイド 

赤ちゃん絵本を卒業した幼児期。子ども

の頃に読んでもらった本は心に残るもの。

幼児期に読んであげたい絵本を集めまし

た。読み聞かせや絵本選びの参考にご活用

ください。 

 

赤ちゃんと楽しめる本を集めました。 

今日一緒に読む絵本を選ぶ参考に、どうぞ。 
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11 ぴきのねこたちは、いつもおなかが

ぺっこぺこ。小さな魚を 11 ぴきでわけ

て暮らすような日々でしたが、ある日、

大きな魚を探しに冒険に出かけます。

湖で巨大な魚を見つけますが、逃がし

てばかり…。ついに､みんなで力を合わ

せ､大きな魚が眠っているすきに…。か

わいい 11 ぴきのねこたちと、あっと驚

く結末に、子どもたちは大喜びするこ

と間違いなし。繰り返し読みたくなる

絵本です。 

 
『おふろだいすき』 

松岡享子／作 

林明子／絵 

福音館書店 1982 年 

 

ぼくはおふろ大好き。おふろへはいる

ときは、いつもあひるのプッカと一緒

です。今日もおふろにはいっている

と、底から大きなかめがういてきまし

た。その後もペンギン、オットセイ、

かば、くじらと、まるでおふろが海に

なったように動物が現れます。最後は

みんなで肩までつかって５０数えま

す。気持ちよさそうな動物たちを見て

いるとおふろにはいるのが楽しみに

なり、数字を覚えはじめた子どもにも

おすすめです。 

外国の作家による心温まるお話を、

親子で楽しみませんか。 
日本の作家によるお話のうち、世代を超えて親しまれてきた、 

愉快で楽しいものを集めました。親子でいっしょにわくわくしてみませんか。 

                     

 

『しょうぼうじどうしゃじぷた』 

渡辺茂男／作 

山本忠敬／絵 

福音館書店 1963 年 

 

 

 

 

 
『ティッチ』 

パット・ハッチンス／さく・え 

いしいももこ／やく 

福音館書店 1975 年 

 

 

 

青く深く遠くの海に、にじいろに輝くうろこ

をもった美しい魚がすんでいました。みんな

がうろこを一枚わけてほしいとお願いします

が、いじわるなにじうおは、だれにもわたそ

うとしません。ひとりぼっちになったにじう

おは、悩みます… たこのおばあさんに相談

にいき大切なものを分け合うことで得られる

本当の幸せに気づきます。プリズム加工で輝

くうろこが効果的な美しい絵本です。 

 

三人きょうだいの末っ子ティッチ。兄さん

や姉さんは大きなものを持っていて、上手

に使うことができますが、自分は小さなも

のばかりでちょっぴり不満げです。でもテ

ィッチの小さなたねは、ぐんぐんと大きく

なって二人をおどろかせます。シンプルな

絵で、得意げなティッチの表情がかわいら

しく、末っ子の心理を描き共感が持てます。 

 

ほかにもこんな本があります。 

『ラチとらいおん』マレーク・ベロニカ／ぶん・え 福音館書店 1979 年 

『どろんここぶた』アーノルド・ローベル／作 文化出版局 1978 年  

『わたしとあそんで』マリー・ホール・エッツ／ぶん・え 福音館書店 1980 年 

『かいじゅうたちのいるところ』モーリス・センダック／さく 冨山房 1975 年 

『どろんこハリー』ジーン・ジオン／ぶん 福音館書店 1964 年 

『はらぺこあおむし』エリック＝カール／さく 偕成社 1989 年 

『まっくろネリノ』ヘルガ＝ガルラー／さく 偕成社 1978 年 

『ペレのあたらしいふく』エルサ・ベスコフ／さく・え 福音館書店 1976 年 

『こすずめのぼうけん』ルース・エインワース／さく 福音館書店 1977 年 

『ひとまねこざる』Ｈ.Ａ.レイ／文・絵 岩波書店 1983 年 

 

ある消防署に、古いジープを改良した

消防車のじぷたがいました。なかまの

消防車や子どもたちは、小さいじぷた

をばかにしていました。ところがある

日山小屋で火事がおこり、せまくけわ

しい山道には大きい消防車たちは入

れません。そこで出動を命じられたの

はじぷたでした。さあ、じぷたの大活

躍がはじまります。子どもたちがじぷ

たに共感し、わくわくしながら読める

絵本です。 

 

日本の

お話 

世界の

お話 

そらまめくんの宝物は、くものよう

にふわふわで、やわらかいベッド。

だれにも使わせようとしません。あ

る日、ベッドがなくなり、うずらが

たまごをあたためているのを見つ

けます。そっと見守るそらまめくん

…｡ やがて、ひよこが生まれ、ベ

ッドはそらまめくんのもとへ。最後

は、みんな一緒にふわふわベッドで

なかよく眠ります。優しい気持ちが

育めるお話です。 

『からすのパンやさん』かこさとし／絵と文 偕成社 1978 年 

『キャベツくん』長新太／文・絵 文研出版 2002 年 

『ぐりとぐら』中川季枝子／さく 福音館書店 1980 年 

『めっきらもっきらどおんどん』長谷川摂子／作 福音館書店 1990 年 

『ぐるんぱのようちえん』西内みなみ／さく 福音館書店 1979 年 

『ぞうくんのさんぽ』なかのひろたか／さく・え 福音館書店 1980 年 

ほかにもこんな本があります。 

『にじいろのさかな』 

マーカス・フィスター／作 

谷川 俊太郎／訳 

講談社 1995 年 

 

 

『そらまめくんのベッド』 

なかや みわ／さく・え  

福音館書店 1997 年 

 
『11 ぴきのねこ』 

馬場のぼる／作  

こぐま社 1967 年 

 

『わたしのワンピース』にしまきかやこ／えとぶん こぐま社 1979 年 

『しんせつなともだち』方軼羣／作 福音館書店 1987 年 

『せんろはつづく』竹下文子／文 金の星社 2003 年 

『ねずみくんのチョッキ』なかえよしを／作 ポプラ社 1978 年 

『999 ひきのきょうだい』木村研／作 ひさかたチャイルド 1989 年 

『14 ひきのひっこし』いわむらかずお／作 童心社 1983 年 

 

 


